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■
日
　
時
　
10
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

　　
21
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
演
題
　
男
の
世
界
に
“
ぼ
た
ん
”
が
一
輪

　
　
　
「
林
家
ぼ
た
ん
　
落
語
と
考
え
る
男
女
共
同
参
画
」

　
　
講
師
　
落
語
家
　
林
家
ぼ
た
ん
（
林
家
こ
ん
平
門
下
）

　
　
20
日
（
土
）
午
前
10
時
～
12
時
10
分

　
　
テ
ー
マ
「
聞
い
て
な
っ
と
く
　
知
っ
て
な
っ
と
く
　

　
　
　
　
　
語
っ
て
な
っ
と
く
　
男
女
共
同
参
画
社
会
～ 

 

　
　
　
　
　 

 

も
う
一
歩
前
へ
～
」

　
　
内
　
容
　
富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
上
野
原
市
が
、「
家

　
　
　
　
　
　
庭
、
職
場
、
地
域
」
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

　
　
　
　
　
　
表
し
、
そ
の
後
、
３
分
科
会
に
分
か
れ
て
話

　
　
　
　
　
　
し
合
い
、
学
習
を
深
め
ま
す
。

　
19
日
（
金
）
午
後
１
時
～

　
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）
午
前
９
時
～

　　
　
20
日
（
土
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
バ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
　
　
　
抹
茶
席
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
21
日
（
日
）
活
動
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
50
分

　
　
　
　
　
　
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
時
40
分
～
午
後
１
時
10
分

　
　
　
　
　
　
抹
茶
席
　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

■
日
　
時
　
10
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～
　
　

■
講
　
師
　
“あ
ん
ふ
ぁ
ん
ね
っ
と
”
ス
タ
ッ
フ
　

■
内
　
容
　
風
船
で
い
ろ
ん
な
も
の
を
作
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
そ
し
て
、
顔
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
楽
し
い
メ
イ

　
　
　
　
　
ク
を
し
ま
す
。
そ
の
様
子
を
写
真
に
撮
っ
て
、

　
　
　
　
　
そ
の
場
で
素
敵
な
お
み
や
げ
を
作
り
ま
す
。

　
※
と
っ
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
送
れ
ま
す
よ
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ひ
御
参
加
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物
　
お
手
ふ
き

■
対
　
象
　
親
子
40
組
（
お
子
さ
ん
は
５
歳
以
上
が
対
象
で

　
　
　
　
　
す
が
、
一
緒
に
活
動
で
き
れ
ば
も
っ
と
小
さ
く

　
　
　
　
　
て
も
大
丈
夫
で
す
。
）
　
　

　
　
　
　
　
要
申
し
込
み
。
３
日
前
ま
で
に
。

■
材
料
費
　
親
子
で
１
０
０
０
円
　
　

　
＊
ど
の
講
座
も
託
児
あ
り
（
未
就
学
児
）
。

　
　
３
日
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
企
画
担
当
　
菊
池

　
　
　
　
　T

E
L

０
５
５
４
‐
４
５
‐
１
６
６
６

　
　
　
　
　F

A
X

０
５
５
４
‐
４
５
‐
１
６
６
３

■
日
　
時
　
10
月
21
日
（
日
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
陸
上
競
技
場
前
特
設
広
場

■
内
　
容
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
市
町
村
の

　
　
　
　
　
特
産
品
販
売
、
屋
台
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

＝
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
＝

■
募
集
内
容
　
区
画
数
30
、
出
店
料
５
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先
　
県
庁
県
民
生
活
課

　
　
　
　
県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
0
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
５
０
）
　

①
セ
ミ
ナ
ー

※
女
性
求
職
者
向
け
、
一
般
求
職
者
向
け
の
２
種
類
の
セ
ミ

　
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
10
月
23
日
（
火
）・
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
内
　
容
　
応
募
書
類
の
書
き
方
・
面
接
対
策
等

■
定
　
員
　
各
セ
ミ
ナ
ー
30
人
（
要
申
込
）

②
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

■
日
　
時
　
10
月
25
日
（
木
）・
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時 

(

1
人
約
50
分)

■
内
　
容
　
個
別
就
職
相
談

■
定
　
員
　
32
人
（
要
申
込
）

■
場
　
所
　
①
②
と
も
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　（
ぴ
ゅ
あ
富
士
）(

都
留
市
中
央
3-

9-

3)

③
ガ
イ
ダ
ン
ス

■
日
　
時
　
11
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
～
３
時

■
内
　
容
　
求
職
者
と
企
業
の
合
同
就
職
面
接
会

■
場
　
所
　
ア
ピ
オ
都
留
（
都
留
市
田
野
倉
1
2
9
0
）

■
対
象
者
　
①
②
③
と
も
女
性
求
職
者

　
　
　
　
　
及
び
中
高
年
齢
者
を

　
　
　
　
　
含
む
一
般
求
職
者
　

■
参
加
費
　
無
　
料

●
問
合
先
　
県
労
政
雇
用
課
　
労
働
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
5
6
3

■
日
　
時
　
11
月
４
日
（
日
）
　
午
後
２
時
～

■
場
　
所
　
忍
野
村
民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
演
　
題
　
は
じ
め
て
の
『
親
学
』

　
　
　
　
　
　
　
～
知
っ
て
お
き
た
い
親
の
カ
タ
チ
～

■
講
　
師
　
高
橋
　
史
朗
氏
（
明
星
大
学
教
授
）

■
定
　
員
　
５
０
０
名
（
入
場
無
料
）

●
問
合
先
　
富
士
五
湖
青
年
会
議
所
・
道
徳
力
委
員
会

　
　
　
　
　
　
担
当
　
木
村
　
℡
24
‐
０
７
７
１
　

ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

講
演
会

展
　
示

催
し
物

ぴ
ゅ
あ
富
士
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
親
子
で
遊
ぼ
う
！
　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
＆

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト

　
　
～
か
わ
い
い
笑
顔
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ

　
　
で
思
い
出
に
残
し
ま
し
ょ
う
～
」

子
育
て
支
援
講
座

再
就
職
の
た
め
の

　
セ
ミ
ナ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
＆
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
参
加
者
募
集
！

「
ぴ
ゅ
あ
富
士
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」

県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

富
士
五
湖
青
年
会
議
所
・
教
育
事
業
の
お
知
ら
せ
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山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

十月の誕生石【オパール】（蛋白石）

象徴する言葉:【安楽、忍耐】

語原:ラテン語のopalus

硬度:５.５～６.５

比重:１.９８～２.２０

届折率:１.４３５～１.４５５

化学式: Si０２・nH２０

結晶系非晶質:

主産地: オーストラリア、メキシコ、

　　　  ブラジル、アメリカ

【
陶
芸
教
室
】

■
日
　
時
　
10
月
９
日
（
火
）
～
12
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毎
週
火
曜
日
に
開
催
）

■
時
　
間
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
講
　
師
　
小
佐
野
登
美
子
先
生

【
料
理
教
室
】

■
日
　
時
　
10
月
10
日
（
水
）
～
12
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
に
開
催
）

　
　
　
　
　
　
　 

 

　
（
但
し
、12
月
は
第
２
・
３
水
曜
日
）

■
時
　
間
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
講
　
師
　
外
川
　
朝
子
先
生

【
茶
道
教
室
】

■
日
　
時
　
10
月
４
日
（
木
）
～
12
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
に
開
催
）

■
時
　
間
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
講
　
師
　
大
橋
　
孝
枝
先
生
（
裏
千
家
）

■
会
　
場
　
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
実
習
室

■
参
加
料
　
無
料
　
　
　
■
定
　
員
　
約
15
名

※
障
害
の
あ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。（
一
般
の
方
は
、
障
害

の
あ
る
方
と
交
流
し
な
が
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

●
申
込
み
・
問
合
先
　

　
　
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
推
進
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　T

E
L

72
‐
５
５
３
３
　F

A
X

72
‐
５
５
３
９

―
い
ず
れ
の
教
室
も
―

県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
事
業

＝
文
化
教
養
講
座
＝

１０
月
か
ら
１２
月
ま
で
文
化
教
室
を
開
催
し
ま
す
！

　
「
女
心
と
秋
の
空
」
に
た
と
え
ら
れ
る
よ
う
に
１０
月
は
オ
パ

ー
ル
の
よ
う
に
空
模
様
が
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
ま
す
。

　
欧
米
で
は
硬
く
透
明
で
、
原
色
に
近
い
鮮
や
か
な
色
の
宝

石
が
好
ま
れ
ま
す
が
、
東
洋
、
特
に
日
本
で
は
硬
度
が
低
く
不

透
明
で
あ
っ
て
も
、
中
問
色
の
落
ち
着
い
た
光
沢
を
持
つ
宝
石

に
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
文
化
、
風
土
、
自
然
環
境

か
ら
く
る
人
の
生
い
立
ち
と
思
想
に
根
ざ
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
つ
ま
り
欧
米
で
は
白
黒
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
強
い
個
性
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
で
は
調
和
を
重
ん
じ
る
控
え
め
な

気
風
が
尊
ば
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
真
珠
や
ヒ
ス
イ
、
そ
し
て

オ
パ
ー
ル
は
日
本
で
好
ま
れ
る
代
表
例
で
す
が
、
そ
の
な
か
で

も
オ
パ
ー
ル
は
決
し
て
自
己
主
張
し
な
い
優
し
さ
を
持
ち
、

し
か
も
華
麗
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
輝
き
を
外
に

放
射
せ
ず
石
の
内
側
に
閉
じ
込
め
た
謙
遜
ぶ
り
が
日
本
人
の

心
を
引
か
ず
に
は
お
か
な
い
の
で
し
ょ
う
。
特
に
あ
ら
ゆ
る
宝

石
の
色
を
持
つ
と
い
わ
れ
、
七
変
化
す
る
遊
色
効
果
は
唯
一
オ

パ
ー
ル
だ
け
が
持
つ
特
徴
で
、
そ
の
神
秘
的
な
美
し
さ
は
他
の

石
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
オ
パ
ー
ル
の
語
原
で
あ
る
オ
パ
ル
ス
を
更
に
さ
か
の
ぼ
る

と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ウ
パ
ラ
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

は
古
代
イ
ン
ド
語
で
あ
る
梵
語
の
石
を
意
味
し
ま
す
が
、
こ
の

説
が
正
し
い
と
す
る
と
ロ
ー
マ
時
代
に
著
さ
れ
た
プ
リ
ニ
ウ

ス
の
『
博
物
誌
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
パ
ー
ル
は

イ
ン
ド
で
最
初
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の

各
地
で
も
オ
パ
ー
ル
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

低
品
質
の
み
で
研
磨
し
て
指
輪
に
加
工
で
き
る
よ
う
な
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
イ
ン
ド
で
の
産
出
は
な
く
、
最
大
の
産

地
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
世
界
総
生
産
の
９５
%
を
占
め
る
と

い
い
ま
す
。
同
国
で
1
9
4
9
年
に
発
見
さ
れ
た
ア
ン
ダ
ム
ー

カ
・
オ
パ
ー
ル
は
2
0
3
ct
あ
り
ま
す
が
、
1
9
5
4
年
に
イ

ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ
ペ
ス
女
王
に
献
上
さ
れ
首
飾
り
に
セ
ッ
ト
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ル
ボ
ル
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

(

1
9
5
6
年)

の
と
き
に
発
見
さ
れ
た
オ
パ
ー
ル
は

1
3,
3
7
5
ct
あ
っ
て
世
界
最
大
で
す
。

　
オ
パ
ー
ル
の
成
分
は
二
酸
化
珪
素
で
5
～
１２
%
ほ
ど
の
水

分
を
含
有
し
、
温
泉
な
ど
に
溶
け
込
ん
で
い
た
珪
酸
が
岩
の

割
れ
目
や
窪
み
に
沈
殿
し
て
凝
固
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
際
、

珪
酸
粒
子
は
幾
層
に
も
規
則
正
し
く
重
な
る
の
で
、
そ
の
隙

間
に
光
が
飛
び
込
む
と
乱
反
射
し
、
粒
子
の
大
き
さ
に
よ
っ
て

様
々
に
発
色
し
ま
す
。
こ
れ
が
遊
色
効
果
で
す
。
ガ
ラ
ス
同
様

非
晶
質
で
、
ほ
ぼ
同
じ
硬
度
な
の
で
割
れ
や
す
く
、
ま
た
熱
に

弱
く
乾
燥
す
る
と
白
濁
し
た
り
ヒ
ビ
が
入
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
使
用
後
は
汚
れ
な
ど
を
拭
き
と
っ
て
冷
暗
所
に

保
存
さ
れ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
オ
パ
ー
ル
購
入
の
際
の
留
意
点
と
し
て
、
低
価
格
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
非
常
に
発
色
の
良
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
石
の
底
に
黒
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
も
の
や
、
ダ
ブ

レ
ッ
ト
、
ト
リ
プ
レ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
再
生
品
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で

販
売
員
に
良
く
確
か
め
る
こ
と
が
必
要

で
し
ょ
う
。
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※平成19年9月15日現在（生年月日順、満年齢95歳以上）敬称略
※名前の表示につきましては、現代がなを用いました。
　町の最高齢者は、大石にお住まいの高見澤春子さんです。春子さんは、1903年3月26日生まれで、満年齢で104歳になります。

高 見澤　春子

長 山 　 か つ

宮 下 　 延 壽

松 浦 　 し ん

倉澤　志よう

渡辺　ふくよ

渡 邊 　 よ ね

古屋　とみ子

権 守 　 英 夫

赤 池 　 た い

渡 邊 　 だ い

梶原　なを江

外川　カツ子

小佐野和歌乃

三 浦 　 や す

渡辺　シャカ

齊藤　やすの

渡邊　おひろ

三 浦 　 寛 孝

渡 邊 　 ひ ろ

前嶋　さと子

米 山 　 静 江

流石　あさの

104

101

99

99

99

99

98

98

98

97

97

97

97

96

96

96

96

95

95

95

95

95

95

大 石

船 津

河 口

船 津

勝 山

精 進

小 立

小 立

船 津

浅 川

小 立

大 石

小 立

勝 山

河 口

大 嵐

小 立

小 立

長 浜

船 津

本 栖

船 津

勝 山

三 浦 　 貞

倉澤　かめ子

井 出 　 二 子

小佐野佐美子

菊島　たつの

渡 邊 　 登 一

馬 渕 　 き く

山 中 　 ち よ

渡 辺 　 宗 一

井 出 　 さ だ

山 本 　 志 げ

渡 邊 　 キ サ

貴家　きくの

宮下　すみ江

小 佐 野 ヒ デ

小林　しづゑ

後藤　シツエ

渡 邊 　 き く

渡辺　よし子

松浦　ひでこ

三 浦 　 花 子

渡邉　たみ江

古 屋 　 ふ ゆ

101

100

99

99

99

99

98

98

97

97

97

97

96

96

96

96

95

95

95

95

95

95

95

船 津

勝 山

船 津

勝 山

富士ヶ嶺

小 立

富士ヶ嶺

小 立

精 進

船 津

河 口

船 津

大 石

長 浜

勝 山

勝 山

富士ヶ嶺

船 津

船 津

船 津

西 湖

船 津

小 立

横 綱

大 関

関 脇

小 結

前 頭 1

前 頭 2

前 頭 3

前 頭 4

前 頭 5

前 頭 6

前 頭 7

前 頭 8

前 頭 9

前 頭 10

前 頭 11

前 頭 12

前 頭 13

前 頭 14

前 頭 15

前 頭 16

前 頭 17

前 頭 18

前 頭 19

富士河口湖町長寿番付

旧上九一色村北部

（現甲府市古関町、梯町）

旧上九一色村南部

（現富士河口湖町

　精進、本栖、富士ケ嶺）

甲府地方法務局

鰍沢支局

甲府地方法務局

鰍沢支局

甲府地方法務局

本局登記部門

甲府地方法務局

吉田出張所

区　　　　域 今までの直轄登記所 新しい直轄登記所
　
平
成
19
年
10
月
９
日
（
火
）

か
ら
左
記
の
と
お
り
、
不
動

産
登
記
の
管
轄
登
記
所
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
間

違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
甲
府
地
方
法
務

局
（
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１

５
１
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ

い
。

甲府地方法務局からのお知らせ



広
報
富
士
河
口
湖

　
３２

町
制
祭
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

町
制
祭
第
４
回
軟
式
野
球
大
会

中
国
語
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
募
集
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
23
回
富
士
河
口
湖
町
住
民
ゴ
ル
フ
会
参
加
者
募
集

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝

　
　
　
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

＝
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
＝

　
　
平
成
20
年
度
入
園
願
書
配
布
の
お
知
ら
せ

募

集

お
知
ら
せ

■
日
　
時
　
11
月
19
日
（
月
）

■
場
　
所
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
町
内
在
住
者

■
プ
レ
イ
代
　
１
３
０
０
０
円
（
税
・
諸
経
費
含
む
）

■
特
　
典
　
昼
食
・
練
習
ボ
ー
ル
（
30
球
）
付

■
申
込
期
間
　
11
月
15
日
（
木
）
ま
で
（
申
込
用
紙
有
）

●
問
合
先
　
役
場
２
階
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　
℡
72-

１
１
１
２

＊
１
～
２
名
の
個
人
参
加
も
可
能
で
す
が
、
他
の
個
人
参

加
者
が
い
て
、
混
合
の
組
を
編
成
で
き
る
場
合
は
右
記
の

金
額
で
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
２
名
以
下
の
組
だ
と
キ
ャ
デ

ィ
ー
フ
ィ
ー
が
追
加
に
な
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
６
日
（
火
）

■
場
　
所
　
富
士
レ
ー
ク
サ
イ
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
本
町
在
住
者
及
び
出
身
者
で
あ
る
こ
と

■
競
技
方
法
　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ

■
参
加
料
　
２
０
０
０
円
（
賞
品
代
・
パ
ー
テ
ィ
代
含
む
）

■
プ
レ
イ
代
　
１
２
０
０
０
円
（
セ
ル
フ
プ
レ
イ
・
食
事
付
）

■
定
　
員
　
60
名

■
申
込
期
間
　
10
月
20
日
（
金
）
ま
で

●
問
合
先
　
各
地
区
役
員
又
は
サ
ム
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　T

E
L

73
‐
２
２
６
４
　F
A
X

83
‐
２
８
６
４

■
大
会
日
　
11
月
４
日
（
日
）
午
前
７
時

　
　
　
　
　
　
（
予
備
日
　
11
月
11
日
（
日
）
）
　
　

■
試
合
会
場
　
町
民
グ
ラ
ン
ド
・
鐘
突
堂
グ
ラ
ン
ド

■
参
加
資
格

　
　
参
加
資
格
に
つ
い
て
は
町
在
住
者
に
限
る
。
平
成
19
年
４

　
　
月
１
日
に
、
町
に
住
所
を
定
め
て
い
る
こ
と
。（
代
表
者
会

　
　
議
ま
で
に
参
加
選
手
の
住
定
確
認
を
行
い
ま
す
）
ま
た
、
町

　
　
に
住
所
を
定
め
て
い
な
く
と
も
、
就
業
先
が
町
内
の
企
業

　
　
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
但
し
、
選
手
参
加
名

　
　
簿
に
会
社
の
認
証
を
提
示
す
る
。

　
　
そ
の
他
、
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
参
加
チ
ー
ム
が
決
定
次
第

　
　
代
表
者
会
議
に
お
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
参
加
費
用
　
５
千
円
　
町
軟
式
協
会
費
５
千
円

■
申
込
期
限
　
10
月
19
日
（
金
）
期
日
厳
守

●
申
込
先
　
北
村
ス
ポ
ー
ツ
（
小
立
）

　
中
国
の
文
化
に
触
れ
な
が
ら
会
話
を
中
心
に
楽
し
く

中
国
語
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
基
礎
か
ら
の
講
習
で
す
の

で
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
一
緒
に
中
国
語
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？
随
時
参
加
可
能
で
す
。「
学
び
た
い
！
」

と
い
う
熱
意
の
あ
る
方
、
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
　

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館

■
講
　
師
　
登
山
亜
希
子
先
生

■
費
　
用
　
毎
月
1
0
0
0
円

　
（
初
回
テ
キ
ス
ト
代
1
6
8
0
円
が
別
途
か
か
り
ま
す
）

●
申
込
み
・
問
合
先
　

　
　
　
℡
0
9
0
‐
5
2
1
8
‐
0
5
4
7
　
渡
辺
ま
で

■
日
　
時
　
10
月
20
日(

土)

　
午
後
２
時
～
　
里
い
も

　
　
　 

 
 

10
月
21
日(

日)

　
午
後
２
時
～
ほ
う
れ
ん
草

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
５
０
０
円

　
　
　
　
　
ハ
サ
ミ
な
ど
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
℡
72-

６
２
３
３
）

　
幼
稚
園
は
子
供
が
始
め
て
出
会
う
学
校
で
す
。
子
供
た

ち
が
小
学
校
６
年
間
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
は
心
と

体
、
知
恵
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
成
長
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
森
の
中
の
小
さ
な
幼
稚
園
で
、
す
て
き
な
夢
を
育

て
て
み
ま
せ
ん
か

■
願
書
配
布
　
10
月
１
日
よ
り

■
対
象
児
童
　
三
歳
児
　
30
名
　
二
歳
児
　
12
名

　
　
　
　
　
　
一
歳
児
　
５
名
（
保
育
園
併
設
）

■
配
布
日
時
　
月
～
金
曜
日
・
午
後
６
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
土
曜
日
午
前
中
（
要
事
前
連
絡
）

■
説
明
会
　
火
・
木
曜
日
　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
願
書
受
付
　
11
月
１
日
よ
り
　
　
　
　
　

●
問
合
先
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
　
℡
72
‐
５
５
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
三
歳
未
満
児
　
℡
72
‐
４
３
２
０

 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
の
実
施
】

　
（
社
）
富
士
五
湖
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
西
部

事
務
所
（
成
瀬
純
一
所
長
）
で
は
、10
月
19
日
（
金
）
に
、「
シ

ル
バ
ー
の
日
」
の
行
事
と
し
て
、
会
員
に
よ
る
湖
畔
及
び

公
園
清
掃
（
大
池
公
園
・
八
木
崎
公
園
・
天
上
山
公
園
）
を

会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

■
集
合
時
間
は
、
大
池
公
園
に
午
前
８
時
30
分
で
す
。

 

【
花
木
植
栽
・
野
菜
・
植
木
等
に
関
す
る
講
習
会
】
　

■
日
　
時
　
10
月
29
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
５
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
日
４
時
間
程
度
）

■
定
　
員
　
25
名
（
先
着
順
）

　
（
こ
の
講
習
会
は
、
国
か
ら
の
Ｓ
Ｐ
事
業
（
シ
ニ
ア
ワ
ー

ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
依
頼
を
受
け
実
施
す
る
も
の
で
す
。

※
詳
し
い
日
時
・
会
場
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
問
合
せ

　
て
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
富
士
五
湖
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
西
部
事
務
所
（
℡
72
‐
３
５
４
８
）



広
報
富
士
河
口
湖

　
３３

「
北
麓
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
講
演
会
の
お
知
ら
せ
」

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

久
保
田
一
竹
美
術
館
　
富
士
河
口
湖
町
町
民

　
　
感
謝
の
日
　
特
別
無
料
招
待

頑
張
る
ラ
ン
ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
！

　
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
給
水
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

富
士
五
湖
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　

　
　
　
　
　
　
定
期
演
奏
会
の
お
知
ら
せ

■
期
　
日
　
11
月
３
日
（
土
）

■
場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
　
陸
上
競
技
場
他
　

　
　
　
　
　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施
）
　

■
対
　
象
　
家
族
グ
ル
ー
プ
（
必
ず
成
人
１
名
が
入
る
事
）

　
　
　
　
　
小
学
生
グ
ル
ー
プ
（
小
学
生
だ
け
で
構
成
）

■
定
　
数
　
50
組

■
参
加
料
　
１
組
２
０
０
円

■
申
込
み

　
（
方
法
）
所
定
の
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
　
　
　
窓
口
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
郵
送
の
い
ず
れ
か
に

　
　
　
　
て
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所
ま
で
。
メ
ー
ル

　
　
　
　
の
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
　
　
　
ド
し
メ
ー
ル
に
添
付
す
る
。
代
表
者
な
ど
の
名

　
　
　
　
前
を
明
記
す
る
事
。

　
（
期
間
）10
月
１
日
（
月
）
～
10
月
27
日
（
土
）

●
問
合
先
　
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所
（
担
当
　
三
浦
）

　
〒4

0
3
-
0
0
0
5

　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
立
石
５
０
０
０

　T
E
L

24
‐
３
６
５
１
　F

A
X

24
‐
３
３
６
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　h

o
k
u
r
o
k
u
@
m
f
i
.
o
r
.
j
p

　 
 

今
年
、
久
保
田
一
竹
美
術
館
で
は
、
故
久
保
田
一
竹

生
誕
90
周
年
を
迎
え
、
日
頃
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
し
て
、

町
民
の
方
の
特
別
無
料
招
待
を
実
施
致
し
ま
す
。  

■
日
　
時
　
10
月
26
日
（
金
）  

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
は
、
閉
館
30
分
前
ま
で
）  

■
入
館
方
法
　

　
当
館
受
付
に
て
、
富
士
河
口
湖
町
住
民
で
あ
る
事
の
証

明
書
を
、
ご
提
示
下
さ
い
。

　
（
運
転
免
許
証
、
町
民
カ
ー
ド
、
保
険
証
等
）  

●
問
合
先
　
久
保
田
一
竹
美
術
館
　
℡
76
‐
８
８
１
１

【「
障
害
児
・
者
の
口
腔
機
能
の
向
上
支
援
に
つ
い
て
」　

　
～
口
腔
機
能
の
基
本
と
家
庭
で
で
き
る
口
腔
ケ
ア
～

■
日
　
時
　
10
月
13
日
（
土
）
　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

■
場
　
所
　
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
講
　
師
　
歯
科
衛
生
士
　
丸
山
幸
江
　
氏

　(

山
梨
県
歯
科
医
師
会
　
山
梨
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー)

■
受
講
料
　
無
料

　
（
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
２
つ
、
タ
オ
ル
持
参
し
て
下
さ
い
。
）

【
発
達
が
気
に
な
る
子
へ
の
支
援
】

　
～
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
、

　
　
　
　
保
育
・
幼
稚
園
生
活
で
活
か
す
方
法
を
学
ぶ
～

■
日
　
時
　
10
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

■
講
　
師
　
臨
床
心
理
士
　
小
宮
山
さ
と
み
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
　

■
参
加
料
　
無
料

●
問
合
先
　
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
５
５
３
３

　　■
日
　
時
　
10
月
20
日(

土)

　
午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
講
　
師
　
財
部
　
誠
一
先
生(

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト)

■
演
　
題
　
「
日
本
経
済
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」

■
主
　
催
　
富
士
急
行
（
株
）・
財
団
法
人
堀
内
浩
庵
会

■
そ
の
他
　
当
日
出
席
の
方
に
は
、
抽
選
で
財
部
先
生
の

　
　
　
　
　
サ
イ
ン
入
り
著
作
本
を
進
呈

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
市
新
西
原
５
‐
２
‐
１
　

　
　
　
富
士
急
経
済
講
演
会
事
務
局
（
℡
22
‐
7
1
1
1
）

　
や
り
が
い
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦
し
て
み
た

い
あ
な
た
！
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
マ
ラ

ソ
ン
の
給
水
所
ス
タ
ッ
フ
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
約

１
万
人
の
ラ
ン
ナ
ー
に
声
援
を
送
り
な
が
ら
「
誰
か
の
た

め
が
ん
ば
る
感
動
」
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
！

■
日
　
時
　
11
月
25
日
（
日
）
　
午
前
６
時
　

　
　
　
　
　
中
央
公
民
館
前
集
合 

（
午
後
２
時
終
了
予
定
）

■
活
動
場
所
　
河
口
湖
北
中
学
校
前

■
服
　
装
　
動
き
易
い
格
好
（
ス
タ
ッ
フ
パ
ー
カ
ー
が
支

　
　
　
　
　
給
さ
れ
ま
す
）

■
そ
の
他
　
昼
食
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

■
申
込
み
　
10
月
31
日
（
水
）
ま
で

●
問
合
・
申
込
先
　
町
生
涯
学
習
課
（
℡
72
‐
６
０
５
３
）

　■
日
　
時
　
10
月
14
日
（
日
）
午
後
１
時
開
場

■
場
　
所
　
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー

■
入
場
料
　
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

■
曲
　
目
　
交
響
詩
「
ロ
ー
マ
の
祭
」
よ
り
、
松
本
零
士

　
ア
ニ
メ
主
題
歌
集
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
他

※
指
揮
　
坂
本
修
　
ゲ
ス
ト
　
吉
田
高
校
吹
奏
楽
部

●
問
合
先
　
羽
田
（
℡
０
９
０-

１
５
３
８-

２
４
３
９
）

木
造
建
築
物
の
組
立
て
等
、
作
業
主
任
者
技
能
講
習

■
講
習
日
　
10
月
27
日
・
28
日
（
２
日
間
）

■
受
講
料
　
１
１
５
０
０
円

■
申
込
み
　
10
月
12
日
（
金
）
ま
で

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

■
講
習
日
　
11
月
10
日
・
11
日
（
２
日
間
）

■
受
講
料
　
１
６
０
０
０
円

■
申
込
み
　
10
月
26
日
（
金
）
ま
で

高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習

■
講
習
日
　
11
月
17
日
・
18
日
（
２
日
間
）

■
受
講
料
　
３
６
８
０
０
円

■
申
込
み
　
11
月
２
日
（
金
）
ま
で

※
経
験
及
び
有
す
る
資
格
等
に
よ
り
受
講
料
が
異
な
る

の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

●
講
習
場
所
・
問
合
先
　

　
　
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　
℡
22
‐
５
２
１
４
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
・

　
構
成
資
産
候
補
の
文
化
財
の
紹
介

 

第
一
回
　
天
然
記
念
物
編

　
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
五
月
に
富
士
河

口
湖
町
学
術
委
員
会
に
お
い
て
洗
い
出
し
が
行
わ
れ
た
構

成
資
産
候
補
の
文
化
財
を
、
今
回
よ
り
三
回
に
わ
た
っ
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
今
回
は
天
然
記
念
物
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

富
士
山
の
火
山
活
動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
溶
岩
洞
穴

　
富
士
河
口
湖
町
域
の
富
士

山
麓
に
は
、
富
士
山
の
火
山
活

動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
洞
穴

や
樹
型
が
多
数
存
在
し
ま
す
。

そ
の
多
く
は
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
昭

和
四
年
指
定
）
。
天
然
記
念
物

と
は
、
文
化
財
保
護
法
第
二
条

に
定
め
ら
れ
て
い
る
文
化
財

の
う
ち
、
記
念
物
に
分
類
さ
れ

る
も
の
で
す
。
ま
た
「
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
及
び
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
指
定
基
準
」（
昭
和
二
十
六
年
文
部
省

告
示
第
二
号
）
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
動
物
植
物
及
び

地
質
鉱
物
の
う
ち
学
術
上
貴
重
で
、
我
が
国
の
自
然
を
記

念
す
る
も
の
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
地
質
鉱
物
】

　
一
、
岩
石
、
鉱
物
及
び
化
石
の
産
出
状
態
　

　
二
、
地
層
の
整
合
及
び
不
整
合
　

　
三
、
地
層
の
褶
曲
及
び
章
衝
上
　

　
四
、
生
物
の
働
き
に
よ
る
地
質
現
象
　

　
五
、
地
震
断
層
な
ど
地
塊
運
動

　
　 

 

に
関
す
る
現
象
　

　
六
、
洞
穴
　

　
七
、
岩
石
の
組
織

　
八
、
温
泉
並
び
に
そ
の
沈
殿
物

　
九
、
風
化
並
び
に
侵
食
に
関
す
る

　
　
　
現
象
　

　
十
、
硫
気
孔
及
び
火
山
活
動
に

　
　
　
よ
る
も
の
　

　
十
一
、
氷
雪
霜
の
営
力
に
よ
る

　
　
　 

 

現
象
　

　
十
二
、
特
に
貴
重
な
岩
石
、
鉱
物
及
び
化
石
の
標
本

　
　
船
津
胎
内
樹
型
や
西
湖
蝙
蝠
穴
、
本
栖
風
穴
な
ど
の

洞
穴
は
、「
動
物
植
物
及
び
地
質
鉱
物
の
う
ち
学
術
上
貴
重

で
、
我
が
国
の
自
然
を
記
念
す
る
」
自
然
的
な
天
然
記
念
物

で
あ
り
、
指
定
基
準
の
う
ち
「
六 

洞
穴
」
及
び
「
十 

硫
気
孔
及
び

火
山
活
動
に
よ
る
も
の
」
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
竜
宮
洞
穴
、
西
湖
蝙
蝠
穴
お

よ
び
コ
ウ
モ
リ
、
本
栖
風
穴
、
富

岳
風
穴
、
富
士
風
穴
、
船
津
胎
内

樹
型
（
以
上
、
国
指
定
天
然
記
念

物
）
、
大
杉
地
区
樹
型
記
念
物
重

要
資
料
（
未
指
定
）
が
構
成
資
産
の
候
補
に
な
っ
て
い
ま

す
。
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
と
剣
丸
尾
溶
岩
流
（
と
も
に
平
安

時
代
の
富
士
山
噴
火
に
よ
り
噴
出
）
が
作
り
出
し
た
貴
重

な
自
然
現
象
を
物
語
る
天
然
記
念
物
で
す
。

歴
史
や
自
然
を
示
す
植
生

　
「
富
士
山
原
始
林
（
含
青
木
ヶ
原
樹
海
）
」
と
「
河
口
浅
間

神
社
の
七
本
杉
」
が
植
生
・
樹
木
と
し
て
構
成
資
産
の
候
補

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
8
月
23
日
か
ら
9
月
19
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

原
　
　
藍
梨
　
　
博
　
昭
　
留
　
美
　
船
津

原
　
　
絢
音
　
　
博
　
昭
　
留
　
美
　
船
津

　
月
陽
夏
乃
　
　
陽
　
一
　
己
　
記
　
船
津

渡
邊
　
一
毅
　
　
　
毅
　
　
真
紀
子
　
船
津

遠
藤
　
俐
輝
　
　
陽
　
介
　
千
　
恵
　
船
津

織
田
　
琉
奨
　
　
吉
　
城
　
彩
　
子
　
船
津

初
沢
　
寿
明
　
　
則
　
孝
　
美
　
香
　
船
津

外
川
　
瑞
京
　
　
拓
　
也
　
仁
　
美
　
船
津

遠
山
　
瑛
宏
　
　
健
　
治
　
真
　
弓
　
小
立

宮
原
　
拓
也
　
　
重
　
信
　
美
　
保
　
小
立

篠
原
　
聡
太
　
　
良
　
典
　
玲
　
子
　
河
口

貴
家
　
遥
斗
　
　
幸
　
佑
　
愛
　
子
　
大
石

小
佐
野
　
優
　
　
浩
　
嗣
　
麻
　
紀
　
勝
山

石
倉
　
　
舞
　
23
歳
　
石
倉
　
昌
人
　
船
津

山
中
　
英
暁
　
45
歳
　
山
中
　
広
美
　
船
津

小
佐
野
　
保
　
79
歳
　
小
佐
野
昌
博
　
船
津

宮
下
　
弘
治
　
81
歳
　
宮
下
　
福
子
　
船
津

あ
い
　
り

あ
や
　
ね

ひ
　
な
　
の

か
ず 

 

き

り
　
き

ひ
さ
あ
き

え
い
こ
う

た
く
　
や

そ
う
　
た

は
る
　
と

み
　
こ
と

り 

し
ょ
う

ゆ
う

船津胎内樹型

本栖風穴西湖蝙蝠穴

こ
う
も
り



広
報
富
士
河
口
湖

　
３５

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
述
の
天
然
記
念
物
の
指
定
基

準
に
お
い
て
植
物
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
植
　
物
】

　
一
、
名
木
、
巨
木
、
畸
形
木
、
栽
培
植
物
の
原
木
、
並
木
、
社
叢

　
二
、
代
表
的
原
始
林
、
稀
有
な
森
林
植
物
相
　
　

　
三
、
代
表
的
高
山
植
物
帯
、
特
殊
岩
石
地
植
物
群
落
　
　

　
四
、
代
表
的
な
原
野
植
物
群
落
　

　
五
、
海
岸
及
び
沙
地
植
物
群
落
の
代
表
的
な
も
の
　

　
六
、
泥
炭
形
成
植
物
の
発
生
す
る
地
域
の
代
表
的
な
も
の

　
七
、
洞
穴
に
自
生
す
る
植
物
群
落
　

　
八
、
池
泉
、
温
泉
、
湖
沼
、
河
、
海
等
の
珍
奇
な
水
草
類
、
藻

　
　
　
類
、
蘚
苔
類
、
微
生
物
等

　
　 

 

の
生
ず
る
地
域
　
　

　
九
、
着
生
草
木
の
著
し
く
発 

 

　
　 

生
す
る
岩
石
又
は
樹
木

　
十
、
著
し
い
植
物
分
布
の
限 

 

　
　
　
界
地
　

　
十
一
、
著
し
い
栽
培
植
物
の

　
　
　
　
自
生
地
　

　
十
二
、
珍
奇
ま
た
は
絶
滅
に

　
　
　
　
瀕
し
た
植
物
の
自
生
地

　
富
士
山
原
始
林
は
指
定
基
準
の
「
二
」
に
該
当
し
、
青
木

ヶ
原
溶
岩
上
に
長
い
年
月
を
か
け
て
樹
木
が
根
を
張
っ
て

形
成
さ
れ
た
貴
重
な
森
林
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
河
口
浅
間
神
社
の
七
本

杉
は
「
一
」
に
該
当
す
る
天
然
記
念
物
で
す
（
県
指
定
）
。
浅

間
神
社
の
境
内
に
お
い
て
長
い
歴
史
の
中
で
維
持
管
理
さ

れ
て
き
た
樹
勢
の
良
い
ス
ギ
が
七
本
も
ま
と
ま
っ
て
現
存

し
て
い
る
状
況
は
極
め
て
貴
重
で
す
。

　
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
構
成
資
産
に
お
い
て
、

地
質
鉱
物
や
植
生
な
ど
の
天
然
記
念
物
は
富
士
山
の
神
聖

性
や
自
然
的
な

要
素
に
関
わ
る

も
の
で
す
。
ま
た

船
津
胎
内
樹
型

は
近
世
以
降
の

富
士
講
の
参
詣

す
る
場
所
で
も

あ
り
、
富
士
風
穴

は
近
代
に
お
い
て
蚕
種
の
冷
蔵
保
存
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

人
と
自
然
と
の
関
わ
り
合
い
を
示
す
資
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　
次
回
は
建
造
物
や
史
跡
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
　
文
化
財
担
当
学
芸
員
　
杉
本
悠
樹
）

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

Happy Wedding

渡
邊
　
熊
夫
　
87
歳
　
渡
邊
　
克
也
　
小
立

堀
内
　
い
し
　
91
歳
　
堀
内
　
　
正
　
大
石

小
佐
野
四
郎
　
92
歳
　
小
佐
野
　
勝
　
勝
山

渡
邉
　
勝
雄
　
87
歳
　
渡
邉
　
俊
雄
　
大
嵐

小
澤
　
正
良
　
80
歳
　
小
澤
き
よ
子
　
船
津

池
谷
　
伸
助 

 

＝ 
 

小
林
　
麻
紀
　
小
立

流
石
　
　
誠 

 

＝ 
 

井
上
　
初
美
　
小
立

福
嶋
　
武
明 

 

＝ 
 

外
川
　
裕
子
　
小
立

三
浦
　
貴
　 

 

＝ 
 

杉
本
　
洋
子
　
小
立

古
屋
　
良
太 

 

＝ 
 

西
畑
　
美
希
　
小
立

勝
俣
　
貴
幸 

 

＝ 
 

三
浦
え
り
子
　
西
湖
南

日   

時
　
11
月
6
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
�
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,810人
(＋22)

 12,722人
(＋9)

 13,088人
　(＋13)

 8,833  
(＋13)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

9月1日現在の
人口・世帯

河口浅間神社の七本杉

富士山原始林

天然記念物分布図
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質の高い住民サービスを提供します。
地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 9001  14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
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１１月4日（日）午前１０時～午後３時／町役場駐車場

誕生日ケーキプレゼント

オープニングは、バレエ？！で

子ども村芝居「白波5人男」が『大見得』を切ります！

みんなのお祭りは、みんなで盛り上げよう！

出店団体、舞台出演団体・個人、フリーマーケット、
　　協賛企業・団体、そして、ボランティアスタッフ大募集！

自分の夢などを書いて、風船を飛ばします。この夢を書いてくれた方、
先着２００名に誕生日ケーキをプレゼントします。
(受付は、当日午前９時３０分～１０時１５分、本部テント)

環境にやさしいまつり！「マイカップ、マイはし」運動！
「環境にやさしいまつり」を目指し、「マイカップ・マイはし」を持参して下さい。ゴミ
の減量化、限りある資源の保護と地球温暖化を少しでもやわらげるために、ご協力を
お願いします。

富士河口湖町「仮装コンテスト！」
富士河口湖版「ハロウィン」で楽しく祭りを盛り上げます。個人・団体で参加して下さ
い。（参加賞ありで、賞金総額５万円。先着１０の団体・個人）

大抽選会で、すてきな賞品を獲得しよう！
毎年恒例の「大抽選会」。出店を５つ廻ると、町のいろんな団体や企業などから提供
された賞品が当たる「大抽選会」の引換券がもらえます。いろんな店を楽しんで「大
抽選会」へ参加しよう！

●各種募集への参加申込み●
このイベントに関する問合せは、町役場企画課（７２－６０２３）まで

企画内容
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今年のテーマは、「参加」です。祭りには欠かせない出店を出していただける団体
（先着３０団体）、舞台で自慢のパフォーマンスを披露していただける
団体や個人（先着１０団体・個人）、フリーマーケット出店者（２０団体・個
人）、「大抽選会」に協賛いただける企業・団体、そして、祭りを支えて
くれるボランティアスタッフを大募集します。
なお、それぞれの募集期限は、１０月１９日（金）までです。この機会に是
非、思い切って「参加」してみませんか？！！


